
委員長：森田明（宮城大学食産業学群教授）

委　 員：島谷留美子（（株）東北地域環境研究室専務取締役）

委　 員：水木麻人（東北大学大学院農学研究科助教）

◇第１回評価委員会

１. 日時：令和元年１１月２０日（水）１４：００～１７：１０

２. 場所：遠野ふるさと体験協議会（旅の産地直売所）（岩手県遠野市）

３. 議事概要

（１）評価結果の委員会による評価の実施について

    ・ 事務局から、評価の趣旨・評価方法について説明を行った。

（２）評価（案）の概要等について

 　 ・ 事務局から、評価対象地区数一覧表、総合評価区分一覧表及び事業実施主体評価一覧について説明を行った。

（３）今後のスケジュール等について

４．現地調査

４－２.日時：令和元年１１月２０日（水）１４時４５分～１５時１０分

１）取組の概要説明

　・事業実施主体から、具体的な取組内容のポイント、成果と課題、今後の活動予定等を説明、意見交換。

　・意見交換の後、事業実施主体が連携している農家民宿を現地調査。

２）質疑応答及び意見交換

【評価委員会】

　　・ 事務局から、１１月２２日開催の第２回評価委員会（評価結果のとりまとめ）に向けて、各委員による評価及び検証を依頼し、委員の了承を得た。

４－１.遠野ふるさと体験協議会（岩手県遠野市）
　　　　農山漁村振興交付金（農泊推進対策）実施地区(平成２９年度～平成３０年度)

    ・ 委員から、評価を検証した際に評価区分を変更する場合が生じた際、意見提出の仕方に関して質問があり、外部有識者の立場から、事務局の
　　評価（案）を見直し、検証することも可能であることを確認した。

【令和元年度 東北農政局 農山漁村振興交付金（農山漁村普及啓発対策及び農山漁村交流対策）等の評価概要】

　全体としては、本交付金によって各団体の地域の課題解決、交流推進等の取組が促進され、一定の成果が上がっていると認められる。

　本交付金に関して、平成28年度から共生対流促進計画又は農山漁村振興推進計画等による取組を実施した79団体について、有識者で構成する評価委員会による意見聴
取を諮り、評価を実施した。

　計画に基づく取組が十分に実施され、成果が上がっていると認められる総合評価Ａが６１団体（全体の７７％）、計画に基づく取組がおおむね実施され、ある程度成果が上
がっていると認められる総合評価Ｂが１０団体（全体の１３％）、重点指導の対象となる総合評価Ｃが８団体（１０％）となった。

【令和元年度 東北農政局 農山漁村振興交付金（農山漁村普及啓発対策及び農山漁村交流対策）等評価委員会の議事概要】
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４－４.日時：令和元年１１月２０日（水）16時３０分～１７時１０分

１）取組の概要説明

　・事業実施主体の農業体験用農園及びシールド（果実酒）加工施設を現地調査。

　・現地調査の後、事業実施主体から、具体的な取組内容のポイント、成果と課題、今後の活動予定等を説明、意見交換。

２）質疑応答及び意見交換

◇第2回評価委員会

１. 日時：令和元年１１月２２日（金）１３時５５分～１５時００分

２. 場所：仙台合同庁舎会議室（仙台合同庁舎Ａ棟１Ｆ）

（１）評価（案）に対する委員指摘事項について

（2）評価結果（案）について

（３）評価委員会の報告書（案）について

（４）その他

（１）評価書には単に結果のみを記載するだけではなく、事業実施内容の反省点等の分析を行い、事業終了後の自立につながるように記載していただきたい。

（２）評価書は、事業を実施した際の課題を幅広に関係者で共有していくべきものであるため、関係者が十分な検討ができるような内容で評価資料を作成していただきたい。

（３）数値目標の計測方法や計測対象の説明が不十分、目標値が小さい、実績値が低調等の状況である場合、評価書にその理由や詳細を記載するよう、事業主体に十分指導
していただきたい。

（４）事業実施期間が３ヶ月程度の短い取組もあり、時間が限られているなかで取組のポイントを絞りきれていない事業主体もあると考えられるので、計画書を作成する際に、目
的に対する事業のポイントは何なのかをよく検討し、事業主体を指導していただきたい。

（５）Ｃ評価の地区は重点指導地区として、今後の指導指導手法を整理して適正に対処して頂きたい。併せて、Ｂ評価の地区についても同様に検討いただきたい。

３. 議事概要

４. 評価委員会委員の主な意見

４－３. 社会福祉法人悠和会（岩手県花巻市）
　　　　農山漁村振興交付金（農福連携対策）実施地区(平成３０年度～平成３２年度)
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